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昆虫綱の繁栄は、古生代石炭紀後期からペルム紀末ま
での約５５００万年に起きた新翅類［＝多新翅類（１１目）＋
準新翅類（５目）＋貧新翅類（９目）］の爆発的な放散に
よる（GrimaldiandEngel，２００５）。したがって、新翅類
は昆虫綱の系統進化、多様化を議論する上で大変重要な
グループである。中でも、新翅類の爆発的な初期放散に
直接由来するとされる多新翅類は、新翅類の多様化や系
統進化の鍵を握っている。しかしながら、多新翅類内の
類縁に関する議論は、目ごとの多様化、深い分岐などに
より、まったく定まっていない。特に、ハサミムシ目は
多新翅類内でも最も系統学的理解が困難なグループであ
る。近年、ハサミムシ目は準新翅類や貧新翅類とも類縁
が示唆されており（Klass，２００３）、新翅類全体の高次系
統の理解においても極めて重要な分類群である。このよ
うな背景から、演者らはハサミムシ目のグラウンドプラ
ンの再構築、そして多新翅類・新翅類のグラウンドプラ
ンおよび高次系統の再構築を目的として、ハサミムシ目
の比較発生学的研究を行っている。今回、ハサミムシ目
の比較発生学的研究の第一歩として、ハマベハサミムシ
Anisolabismaritima（Bonelli）の胚発生を検討した。

観察にあたっては、先行研究（布施・安藤，１９８３）に
おける７ステージングを細分化して１０ステージを設け、

DAPI染色卵を蛍光実体顕微鏡観察することにより、ハ
マベハサミムシの胚発生の概略を把握した。
ハマベハサミムシ胚は、長大な胚帯が形成され、ほぼ

同時期に全体節が分節する長胚型の胚帯形成様式、胚発
生全期間を通して胚が卵黄内に沈み込むことのない表生
型の胚定位様式を示す。これらの特徴は、短胚型の胚帯
形成様式、沈み込み型の胚定位様式が一般的な多新翅類
の中では極めて特異であり、新翅類で最も派生的な一群
である貧新翅類と共通するものである。
各腹部体節において、腹面両側に著しく発達する瘤状

隆起が形成される。これらは拡張、左右融合し、腹部腹
板を形成する。この各節に形成される瘤状隆起は、連続
相同性の観点から、腹部付属肢の基節と理解され、腹板
の底節由来が示唆される。
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